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ビ
ジ
ュ
ア
ル
系

子
ど
も
・
家
族
の

理
解
と
支
援

十
二

寄
木
細
工
の
臨
床
備
忘
録

～
手
立
て
～
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最
終
回
は
、

問
題

と
さ
れ
る
も
の
へ
の
手

立
で
す
。

い
つ
も
の
よ
う
に
、
マ
ン
ガ
は
作
者
の
団
士

郎
氏
の
許
諾
を
得
て
木
陰
の
物
語
と
家
族
の
練

習
問
題
か
ら
転
載
し
て
い
ま
す
。

四
〇
数
年
の
間
に
あ
ち
こ
ち
で
学
ん
だ
知
識
や

技
術
を
も
と
に
し
た
寄
せ
木
細
工
の
家
族
臨
床

そ
の
補
修
を
か
ね
て
見
立
て
と
手
立
て
を
見
直
し

て
き
ま
し
た
。

、

“

“
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見立てと手立ての間に、
「心の痛みの緩和」という
手順をはさみます（以下の
①～④）。局所麻酔に通じ
るところがあるかもしれま
せん。

①

ね
ぎ
ら
い
：
成
果

の
で
な
か
っ
た
解
決

努
力
も
含
め
、
て
い

ね
い
に
ね
ぎ
ら
う
。

②

強
み
：
弱
点
や
リ

ス
ク
と
違
い
、
多
く

の
場
合
、
家
族
は
自

分
た
ち
の
強
み
な
ど

信
じ
て
い
な
い
。
そ

れ
を
見
つ
け
て
共
有

す
る
。
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④

雑
談
：
一
般
に
、

日
常
会
話
・
世
間

話
・
噂
話
な
ど
何
気

な
い
雑
談
に
は
癒
し

の
力
が
あ
る
。
あ
る

種
の
準
備
運
動
と
し

て
、
そ
こ
に
時
間
を

割
く
。

③

困
り
ご
と
：
た
と

え
本
題
か
ら
離
れ
て

い
て
も
、
い
か
に
援

助
者
側
が
切
羽
詰

ま
っ
て
い
て
も
、
現

に
困
っ
て
い
る
と
言

わ
れ
る
こ
と
を
取
り

上
げ
る
。



次いで手立てを考えます
が、「何が問題か」という
より、「どんな文脈で、何
を問題としているか」に注
意を向けます。

①

ど
ん
な
文
脈
で

そ
れ
を
問
題

と
み
な
し
て
い

る
か
？

②

そ
の
根
拠
は

な
に
か
？

③

そ
の
文
脈
に

沿
っ
て
ど
ん
な

解
決
努
力
を
し

て
い
る
か
？

“
問
題
”
の
文
脈
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“問題”を維持強
化している解決行
動を止めるには、
“問題”たらしめて
いる文脈自体の変
化が必要です。
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効果がないにもかかわ
らず、特定の文脈による
解決努力を続けると（パ
ターン化）、逆にそれが
“問題”を維持強化するこ
とになります。



というわけで、
「文脈」を変える、
もしくは新しく「文
脈」を作る支援を考
えます。

役
割
の
固
定
化

56

その際、文脈を支えて
いる「根拠」と矛盾する
事実、見逃していた事実
に到達すると、その書き
換えはスムーズに運びま
す。



たとえば、“問題行
動”と解決努力が織り
なすパターンにおけ
る役割・意味・形式
などを変えるとか。
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また、パターンの
一部を変えて、関係
者間の相互作用に変
化をもたらすのもア
リです。


